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西
宮
は
日
本
酒
の
ほ
か
に
も

誇
れ
る
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。

名
塩
紙
は
上
質
の
手
漉（
す
）

き
和
紙
で
、
つ
く
る
過
程
で
泥

土
を
入
れ
て
漉
く
の
が
特
徴
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
藩
札
な
ど

に
広
く
使
わ
れ
ま
し
た
。
洋
紙

が
普
及
し
た
現
在
も
手
漉
き
の

伝
統
は
健
在
で
、
平
成
14
年
に

は「
名
塩
雁
皮
紙（
が
ん
ぴ
し
）」

が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
そ
の
漉
き
手
・
谷
野

武
信
さ
ん
が
国
の
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
紙
漉
き
は

「
名
塩
和
紙
学
習
館
」
で
体
験

で
き
ま
す
。

最
近
は
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て

も
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
和

ろ
う
そ
く
。
も
と
も
と
は
江
戸

時
代
に
姫
路
藩
の
藩
業
と
し
て

製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
戦
後
に
西
宮
に
移
転
し
て

き
た
松
本
商
店
が
県
内
唯
一
の

製
造
会
社
と
し
て
、
主
に
寺
院

の
燈
明（
と
う
み
ょ
う
）用
に
製

造
し
て
い
ま
す
。
油
煙
が
少
な

く
、
多
少
の
風
で
も
消
え
る
こ

と
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
一

般
販
売
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
宮
に
は
「
今
津
六
角
堂
」

な
ど
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
、
現

在
も
現
役
で
使
わ
れ
て
い
る
建

物
が
あ
り
ま
す
。

松
山
大
学
温
山
記
念
会
館

は
、
同
大
学
創
立
者
・
新
田
長

次
郎
さ
ん
の
娘
婿
で
建
築
家
・

木
子
七
郎
さ
ん
に
よ
っ
て
設
計

さ
れ
、
昭
和
３
年
に
建
築
さ
れ

ま
し
た
。
広
大
な
庭
園
内
に
た

た
ず
む
ス
ペ
イ
ン
風
の
洋
館

は
、
外
壁
や
扉
に
ア
ラ
ベ
ス
ク

風
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
建
築
当
時
は
新

田
さ
ん
の
孫
の
邸
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

元
年
に
同
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、

関
西
地
域
に
お
け
る
同
大
学
の

教
育
研
究
の
拠
点

と
し
て
、
学
生
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動

や
研
究
会
活
動
な

ど
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

武
庫
川
女
子
大

学
甲
子
園
会
館

（
旧
甲
子
園
ホ
テ

ル
）
は
昭
和
５
年
、

天
才
建
築
家
フ
ラ

ン
ク
・
ロ
イ
ド
・

ラ
イ
ト
さ
ん
の
ま

な
弟
子
・
遠
藤
新

さ
ん
の
設
計
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
日
華
石
と
素
焼
き

タ
イ
ル
で
仕
上
げ
ら
れ
た
建
物

は
、
華
麗
で
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気

を
か
も
し
出
し
て
い
ま
す
。
華

や
か
な
ホ
テ
ル
と
し
て
の
営
業

は
短
く
、
昭
和
40
年
以
降
は
教

育
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
は
同
大
学
の

新
設
学
科
の
学
び
や
と
し
て
も

使
用
さ
れ
ま
す
。

西
宮
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

芸
術
・
文
化
活
動
が
盛
ん
な
ま

ち
で
、
市
内
に
は
、
活
動
の
発

表
の
場
と
し
て
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
様
々
な
施
設
が
存

在
し
ま
す
。

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

は
、
故
大
谷
竹
次
郎
さ
ん
か
ら

市
に
寄
贈
さ
れ
た
美
術
品
と
土

地
・
建
物
を
も
と
に
、
昭
和
47

年
に
開
館
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
洋
画
や
日
本
画
な
ど
約
１
０

０
０
点
の
所
蔵
品
が
あ
り
、
恒

例
の
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
は
毎
年

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
館
に
は
日
本
庭

園
や
和
室
が
あ
り
、
優
れ
た
作

品
と
庭
園
の
美
し
さ
に
は
心
が

い
や
さ
れ
ま
す
。

昨
年
10
月
、
阪
急
西
宮
北
口

駅
南
側
に
「
兵
庫
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
」
が
開
館
し
ま
し

た
。
舞
台
芸
術
の
創
造
と
交
流

の
拠
点
と
し
て
大
・
中
・
小
ホ

ー
ル
を
備
え
た
全
国
に
誇
れ
る

文
化
施
設
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト

や
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
演
劇
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
古
典
芸
能
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

適
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
芸
術
に
親
し
み
、
暮
ら
し
の

な
か
に
芸
術
が
息
づ
い
て
く
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

西
宮
は
ハ
ム
や
ビ
ー
ル
、
和

菓
子
、
乳
製
品
な
ど
、
飲
食
料

品
製
造
・
加
工
業
が
盛
ん
な
ま

ち
で
す
。

な
か
で
も
昔
か
ら
誇
れ
る
産

業
と
い
え
ば
日
本
酒
で
す
。
古

く
は
室
町
時
代
か
ら
「
西
宮
の

旨
（
う
ま
）
酒
」
と
し
て
知
ら

れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
酒
造

り
に
適
し
た
「
宮
水
」
の
発
見

に
よ
り
、
西
宮
は
全
国
で
も
有

数
の
酒
造
の
ま
ち
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
文
教
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
た
西
宮
に
は
１

１
０
店
を
超
え
る
洋
菓
子
店
が

存
在
し
ま
す
。
そ
の
多
く
は

「
工
房
型
」
の
店
で
、
職
人
さ

ん
が
心
を
こ
め
て
手
作
り
ケ
ー

キ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

市
や
西
宮
商
工
会
議
所
な
ど

は
、
こ
れ
ら
の
産
業
を
広
く
知

っ
て
も
ら
お
う
と
「
西
宮
酒
ぐ

ら
ル
ネ
サ
ン
ス
」
や
「
西
宮
洋

菓
子
園
遊
会
」
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
15
年
か

ら
は
「
西
宮
和
菓
子
ま
つ
り
」

も
行
い
、
西
宮
の
観
光
と
食
文

化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

日本庭園もある西宮市大谷記念美術館

かつては華やかなホテルとして営業していた
武庫川女子大学甲子園会館 色とりどりのケーキがいっぱい　～西宮洋菓子園遊会

新年あけましておめでとうございます

西宮市長　山田　知

謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
市民の皆様には、希望に満ちた輝かしい

新年をお迎えのことと心からお喜び申し上
げます。
昨年は、市制80周年という大きな節目の

年にあたり、まちづくりにご尽力いただいた方々に感謝を申し
上げ、また、様々な行事をとおして、本市の歴史を振り返り、先
人の足跡に学び、新たなまちづくりへ歩み始めた年であります。
さらに、若い子育て世代を中心とした市民の増加が続き、人

口も46万人を超え、県下第3位の都市として、まちに活気とに
ぎわいがあふれ、着実に阪神間の中核都市として発展してまい
りました。
一方、本市は長引く景気の低迷や震災復興事業などにより、

深刻な財政危機に直面しています。
こうしたなか、本年は、市民の皆様と共に、本市のさらなる

発展と未来に誇りのもてるまちを創（つく）るため、昨年改訂し
た第３次西宮市行財政改善実施計画に取り組む年であります。
このことが、これまで築いてきました文教住宅都市西宮の「未
来につながるまちづくり」になるものと確信しています。
私はふるさと西宮が誇れる環境・教育・文化・伝統・産業な

どの素晴らしい財産を継承し、愛と希望に満ち、子どもたちの
笑顔が輝き、安全で安心して暮らせるまちにするため、全力を
挙げて取り組んでまいります。

市民の皆様、共に住みたい、住み続けたい、個性輝くまち西
宮をつくりましょう！

私
た
ち
の
ま
ち
西
宮
市
は
、
昨
年
市
制
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
人
口

も
46
万
人
を
超
え
、「
豊
か
な
自
然
」、「
交
通
の
利
便
性
」、「
優
れ
た
教

育
や
文
化
」、「
良
好
な
住
環
境
」
な
ど
本
市
の
も
つ
特
性
を
生
か
し
、
今

後
も
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
宮
に
は
た
く
さ
ん

の
誇
れ
る
も
の
が
あ
り
、
古
く
か
ら
大
切
に
さ
れ
、
今
も
私
た
ち
の
生
活

の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
西
宮
の
誇
れ
る
も
の
の
い
く
つ
か
を
、「
食
」
・

「
芸
術
」
・
「
伝
統
」
・
「
建
物
」
の
４
つ
の
分
野
に
分
け
て

紹
介
し
ま
す
。

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
て

い
き
た
い
西
宮
の
誇
れ
る
も
の
を
、
一
度
足
を
運
ん
で
実
感

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ
な
た
に
と
っ
て
の
「
西
宮

の
誇
れ
る
も
の
」
を
こ
の
機
会
に
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

古くから受け継がれ、これからも大切にしていきたい�
芸
術
〜
西
宮
に
は
誇
れ
る
美
術
館
や
ホ
ー
ル
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

食
〜
酒
や
ケ
ー
キ
な
ど

西
宮
に
は
誇
れ
る
店
が
い
っ
ぱ
い

西宮の誇れるシンボル　市の木・くすのき（六湛寺公園にて）

名塩紙を漉（す）く谷野武信さん

きき酒大会や太鼓演奏などで
盛りあがる西宮酒ぐらルネサンス

手づくりの和ろうそくにはぬくもり
が感じられます

伝
統
〜
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
そ
の
技
術

舞台芸術の創造と交流の拠点　～兵庫県立芸術文化センター

広大な庭園内にたたずむ松山大学温山記念会館

建
物
〜
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
価
値
あ
る
も
の


